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２０２６年度吉岡杯争奪若鷲柔道大会（高校男子第 36回、高校女子 32回） 開催要項 

 

西日本を中心に各県の高等学校を招聘し青少年の育成、柔道競技レベル向上と交流を目的とする。 

また、大会の運営においては、周南公立大学柔道部の学生・山口県学生柔道連盟が行い、学生の

資質向上を図ることも本大会の目的の一つである。 

周南公立大学柔道部 

周南公立大学柔道部後援会 

周南市教育委員会・（公財）周南市スポーツ協会・（一社）山口県柔道協会・ 

周南市柔道協会・（公社）山口県柔道整復師会・山口県学生柔道連盟 

 

■「吉岡杯」 2026年 12月 19日（土）  

  開   場：08時 00分 (審判監督会議 09時 00分) 

  開 会 式：09時 30分 

  試合開始：10時 00分 

■「練成会」 2026年 12月 20日（日）  

  開   場：08時 00分 (打ち合わせ 0８時 30分) 

  練成開始：09時 00分 

ゼオンアリーナ周南（メインアリーナ）  

〒745-0851 山口県周南市大字徳山 427番地 ℡0834-28-8311 

① 全日本柔道連盟に競技者登録をしている者。 

② 各都道府県高等学校体育連盟に加盟し、校長が参加を認めた者に限る。 

③ 生徒は学校長の責任において出場させ､健康上その他の障害があるものは参加させないこと｡ 

④ 主催者が案内した高等学校の 2年生以下の柔道部員とする。 

⑤ 合同チームを編成しようとするそれぞれの高等学校の所属部員数が、競技要項に定めるチー

ム編成数に満たない場合は合同チームでの出場を認める。ただし事前に大会事務局に問い

合わせをすること。※県内外問わない 

■男子団体戦（監督１名・選手 7名） 

 （５人戦）体重フリー・試合ごとにオーダー変更可 

※3名もしくは 4名の場合は、後ろ詰め（先鋒・次鋒、もしくは先鋒を空ける。）とする。 

※外国人留学生のチ－ム人員は、1名以内とする。 

■女子団体戦（監督１名・選手３名・補欠２名）とする。 

 （３人戦）先鋒：５２kg 級以下、中堅：６３kg 級以下、大将：無差別 

※外国人留学生のチ－ム人員は、1名以内とする。 

女子団体については、当日８時１０分より、ゼオンアリーナ周南（メインアリーナ控室３）で計量を  

行う。 先鋒(５２kg)、中堅(６３kg)、大将に出場する選手及び補欠も含めてチーム毎に計量を  

行う。短パン、Ｔシャツ着用で＋２kg までは計量合格とする。 

予選リーグを行い、各リーグ 1位による組み合わせ再抽選で決勝トーナメントを行う。 

（1）試合は、国際柔道連盟試合審判規程及び全国高体連申し合わせ事項によって行う。  

（2）試合時間は予選リーグ３分、決勝トーナメント 4分とする。  

（3）「優勢勝ち」の判定基準は「有効」または「僅差」以上とする。「僅差」は指導差２とする。  
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17、審判・監督会議 

 

（4）「技の内容」と「指導」の重み  

一本勝ち＝反則勝ち＞技有＞有効＞僅差の順とする。  

（5）予選リーグにおける順位の決定について  

予選リーグにおいて、勝率が同等の場合は、以下の通りに順位を決定する。  

① 「一本」「反則勝」による勝者数の多いチームを上位とする。  

② 「技有」による勝者数の多いチームを上位とする。  

③ 「有効」による勝者数の多いチームを上位とする。  

④ 「僅差」による勝者数の多いチームを上位とする。  

⑤ 男女共に代表戦を行う。代表戦における優勢勝ちの判定基準は「有効」または 「僅差」以

上とする。得点差がない場合は、ゴールデンスコア方式の延長戦を行い必ず勝敗を 決す

る。なお、延長戦では「有効」以上の得点、または「指導」の数に差がついた時点で試合 終

了とする。  

（6）決勝トーナメントにおける代表戦について  

・決勝トーナメントにおいて、チームの勝率、内容が同等の場合は代表戦を行う。 

■男子代表戦 

代表戦は選手を任意に選出して行う。「優勢勝ち」の判定基準は「有効」または「僅差」（「指導差 2」）

以上とし、得点差がない場合、「指導」差が 1 以下の場合は、ゴールデンスコア方式の延長戦を行う。

延長戦は、「有効」以上、または「指導」の数に差がついた時点で試合終了とする。  

■女子代表戦  

代表戦は「引き分け」対戦の中から抽選で選出し、ゴールデンスコア方式の試合を行う。代表戦 は、

「有効」以上、または「指導」の数に差がついた時点で試合終了とする。  

両者「反則負け」などで「引き分け」対戦がない場合には、両者「反則負け」などで勝敗がつかなかっ

た対戦を代表戦とする。また負傷などにより両チームとも２名しかおらず「引き分け」がない場合 には、

すべての対戦の中から抽選で代表を選出する。 

（7）男子のオーダーは試合毎に提出する。  

（8）女子の選手の変更は本部に届ける。 

 

 

当日受付にて １チーム 5，000 円 （例：男子１チーム ＋ 女子１チーム ＝ ¥10,000） 

※大会のみの参加、練成会のみ参加も一律１チーム 5000円とさせていただきます。 

① 本大会においての傷害保険は、各学校において加入をお願いします 

② 本大会においての怪我等に関しては、応急的な一時処置は主催者側で行うが、それ以上の責

任は負わない。 

③ 保険証を必ず持参すること。 

周南市柔道協会 HPより大会申込データをダウンロードし、提出書類を以下のメールアドレスまで送信

する。 申込アドレス：yano@shunan-u.ac.jp   （申込期限 11 月 20日（金）必着とする｡） 

監督会議まで変更を受け付ける。 

12月上旬に周南市柔道協会 HPに記載および申込者メールアドレスへ組合せ表を送付する。 

日時：2026年 12月 19日（土）午前 09時 00分より 

会場：ゼオンアリーナ周南（カルチャールーム） 

mailto:yano@shunan-u.ac.jp
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（1）健康管理について 

参加校の指導者、監督、選手は健康（脳震盪、皮膚真菌症、その他の感染症）に充分なる配  

慮を行い、大会参加が可能であることを確認したうえで出場させること。 

（２）個人情報取り扱いについて 

① 大会申し込み時の個人情報、大会中に撮影された写真、または動画が、大会プログラム、 

大会ホームページ等に掲載される場合がある。また、その他の報道機関等により、新聞、 

雑誌、テレビ及び関連ホームページ等に公開される場合がある。 

② 提出された個人情報については、上記の利用目的以外に使用することはない。 

③ 申し込みをもって、上記(2)の①、②の取り扱いに関する承諾を得たものとして対応を行う。 

※個人情報取り扱いについて不明な点等がある場合は、主催者事務局に問い合わせること。 

 

周南公立大学柔道部 矢野 大地  

℡： 080-3974-6562     mail： yano@shunan-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


